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審
議
内
容

▼
松
田
町
ジ
ビ
エ
処
理
加
工

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
及
び
イ
ノ
シ

シ
が
及
ぼ
す
農
作
物
被
害
、

森
林
環
境
の
悪
化
及
び
生
活

へ
の
影
響
等
の
課
題
を
持
続

的
に
解
決
し
、
ジ
ビ
エ
肉
の

利
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
ジ
ビ
エ
処
理
加
工

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た

め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

第
５
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
に
は
足
柄
上
猟

友
会
副
会
長
ほ
か
３
名
を
参

考
人
招
致
し
、
条
例
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
設
置
予
定
地
（
根

石
地
区
）
へ
現
地
視
察
に
行

き
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

翌
日
賛
成
全
員
の
委
員
会

報
告
を
議
長
へ
提
出
し
、
本

定
例
会
で
議
題
と
し
、
本
会

議
で
も
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▼
松
田
町
選
挙
公
報
の
発
行

に
関
す
る
条
例

　

町
議
会
議
員
及
び
町
長
の

選
挙
に
際
し
て
、
有
権
者
が

各
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、

政
見
等
に
つ
い
て
知
る
機
会

を
拡
充
し
、
町
政
へ
の
関
心

度
並
び
に
投
票
率
の
向
上
を

図
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

　

選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す

る
条
例
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
の
上
、
付
託
さ
れ
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
全
員

で
可
決
し
、
本
会
議
で
も
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の

３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
（
新
設

３
件
・
一
部
改
正
３
件
）、
補
正
予
算
３
件
、
契
約

１
件
、
同
意
４
件
、
発
議
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

会
期
中
追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
「
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
度
～
令
和
４

年
度
松
田
小
学
校
建
設
工
事
（
校
舎
解
体
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
））」
は
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
会
議
で
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
第
５
回
臨
時
会
に
お
い
て
産
業
厚
生
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
「
松
田
町
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
は
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

出
席
議
員
全
員
に
よ
る
「
発
議
第
５
号　

議
会
改

革
推
進
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議
の
提
出
に
つ

い
て
」
を
可
決
し
、
委
員
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

そ
の
他
定
例
会
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

令和３年
第４回定例会

会　期
12月7日（火）〜9日（木）

12/7 一般質問　寺嶋議員� （Ｐ6）
　平野議員･古谷議員� （Ｐ7）
　南雲議員･齋藤議員� （Ｐ8）
　田代議員･井上議員� （Ｐ9）
議案審議等
　�委員会報告（条例）

12/8 議案審議等
　�議案6件（条例・契約）
委員会審査
　�選挙公報の発行に関する条例
　審査特別委員会（条例）
　産業厚生常任委員会（条例）

12/9 委員会審査
　�総務文教常任委員会（契約）
議案審議等
　�委員会報告（条例、契約）、議案
7件（補正予算、同意）、発議（決
議）ほかが行われ、閉会しました。

　審査の結果、有権者へ町政の情報を適切に
伝えるために必要な条例であると判断しまし
た。
　なお、次の項目について申し入れます。
（1）規則等でホームページ等に掲載する方法
を示すこと。
（2）選挙公報の配布期間は４日間と短いため、
自治会に過大な負担をかけないよう、自治
会長連絡協議会と十分な話し合いを行うこ
と。

議案第44号
　松田町選挙公報の発行に関する条例

選挙公報の発行に関する条例
審査特別委員会報告（抜粋）

　審査の結果、適切なものであると判断しました。

　なお、持続可能な施設運営を念頭に、次の項目につ

いて、申し入れます。

（1）今後の施設の管理運営体制を早急に確立されたい。

（2）利用に際しては地域との協議・合意事項を遵守し、

問題等が発生した際には真摯に対応されたい。

（3）施設搬入前に個体の前処理（放血等）を行い、臭

い等衛生面に配慮されたい。

議案第42号
　�松田町ジビエ処理加工施設の設置及び管理に関する
条例

産業厚生常任委員会報告（抜粋）



3 このページは、討論者本人の原稿を尊重し編集しています。

反対討論 井上　栄一　議員
　私は、議案第52号松田小学校校舎解体工事等の契
約について、委員長報告に賛成の討論を行います。
　町が随意契約とした根拠は、前田建設工業他共同企
業体との協定済プロポーザル協定で契約の方法は随意
契約であり、1者見積り入札とした。
　プロポーザル協定書は正規の契約ではなく、議会承
認の手続きもないことから、プロポーザル協定書の
「随意契約とする」の一文は、1者見積りの根拠では
ありません。
　本議案校舎解体・グラウンド整備工事が適正な契約
かの判断には、地方自治法施行令第167条2（随意
契約）の各号が該当するかで判断します。167条の
2工事請負に係る規定中　本議案に該当は第6号　競
争入札に付することが不利。これは理由が見当たらな
い。第7号　時価に比して著しく有利な価格で契約を
締結見込み。これは1400万円有利と町は説明した
が、契約額5億4900万円に対し2.5％で著しい差で
あるとは一般的に考えられず、町の勝手な法解釈で1
者見積りによる契約とした。
　以上から本議案の校舎解体等の契約は、地方自治法
施行令に違反です。本議案は否決すべきです。
　本議案の契約金額は5億4900万円と巨額な税金で
事業を行う以上、工事契約は、原則競争入札という基
本的な執行をすべきです。県の工事契約でも、１億円
以上の随意契約はないと聞いています。
　本議案は、子ども達が学ぶ松田小学校の契約です。
競争入札という適正な契約で、適切な税金の執行がで
きます。
　委員長報告に賛成をお願いします。

賛成討論 唐澤　一代　議員
　議案第52号『工事請負契約の締結について（令和
3年度～令和4年度松田小学校建設工事（校舎解体・
グラウンド整備））』の賛成の立場で討論致します。
　私としては今後、自分の子供が通う小学校として一
番心配していたことはアスベストの件でした。一括工
事にすることで補助金を3分の1から2分の1に拡大
させ、予定価格よりも低くすすめられるように調整し
てきた執行側の努力を高く評価致します。
　また、一般競争入札ではなく随意契約で実施したこ
とに関しても、適切であると判断致します。
　その理由としては、まず平成30年に、プロポーザ
ルの要領も協定書も目を通して、小学校建設の債務負
担行為を議会で承認してます。
　競争入札にすると約1400万円程高くなると説明
もありました。この金額は決して小さい額とは思いま
せん。
　そして、今朝の新聞でも山北町が木材高騰のため、
体育館建て替え計画を見送る方針をかためたとありま
した。山北町は工事費用が増えるだけでなく、木材調
達も困難。鋼材の価格も急騰していると理由を述べて
います。
　原油、半導体不足などの様々な素材不足、また人
手不足の社会情勢を鑑みると、地方自治法施行令第
167条の2の6、7に十分該当し、一般競争入札にす
べきではないと考えます。
　以上のことから賛成しますので、ご賛同の程宜しく
お願い致します。

議案第52号
　　工事請負契約の締結について（令和３年度～令和４年度
松田小学校建設工事（校舎解体・グラウンド整備））
　契約の相手方は「松田町立松田小学校校舎建設事業　前田建設工業・計画・環境建築・類設計室・関野建
設設計・建設工事共同企業体」、請負代金は5億4973万6000円で、総務文教常任委員会に付託されました。
審査の結果、「地方自治法施行令第167条の2（随意契約）の要件には合致しないため、本契約については契
約の方法を見直すべき」として委員会では賛成少数で否決されました。委員会報告書を議長へ提出し、本会議
で議題となり、採決の結果、本工事請負契約の締結については、賛成多数で可決されました。（採決の結果は5ペー
ジをご覧ください。）

議案第52号
　�　工事請負契約の締結について（令和３年度～令和４年度松田小学校建設工事（校舎解体・グラウンド
整備））

総務文教常任委員会報告（抜粋）
１．審査の結果　採決の結果、賛成少数で否決すべきものと決定しました。

２．�審査の内容　審査の結果、本議案については地方自治法施行令第167条の2（随意契約）の要件に
は合致しないため、本契約については契約の方法を見直すべきだと判断しました。
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議
会
改
革
推
進

委
員
会
の
設
置

▼
松
田
町
工
場
立
地
法
第
４

条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例

　

町
の
事
務
に
適
用
し
て
き

た
県
の
準
則
条
例
が
平
成
29

年
４
月
１
日
付
で
廃
止
さ
れ
、

経
過
措
置
も
令
和
４
年
３
月

31
日
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

町
内
の
実
情
に
合
わ
せ
た
町

の
準
則
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
賛

成
全
員
で
可
決
さ
れ
、
本
会

議
で
も
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▼
松
田
町
学
童
保
育
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
改
正
す
る
も
の

で
す
。
保
育
時
間
を
30
分
延

長
し
た
と
き
は
、
現
行
、
利

用
負
担
金
は
月
額
１
５
０
０

円
で
し
た
が
、
改
正
後
は
、

１
回
５
０
０
円
、
月
１
５
０
０

円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

▼
松
田
町
小
児
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

子
育
て
世
帯
等
の
健
全
な

育
成
支
援
を
図
り
、
小
児
の

健
康
増
進
に
資
す
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

現
行
、
医
療
費
の
助
成
対

象
は
中
学
生
ま
で
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
満
18
歳
に
達
し

た
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

▼
松
田
町
立
の
小
、
中
学
校

の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

松
田
小
学
校
用
地
の
合
筆

登
記
を
行
っ
た
た
め
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。
松
田
小
学

校
の
位
置
が
松
田
庶
子
２
０

４
番
地
か
ら
松
田
庶
子
２
０

０
番
地
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
発
議
第
５
号　

議
会
改
革

推
進
委
員
会
の
設
置
に
関
す

る
決
議
の
提
出
に
つ
い
て

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く

開
か
れ
た
議
会
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
議
会
の
推
進
を
検
討
す
る

た
め
設
置
す
る
も
の
で
、
井

上
副
議
長
が
提
案
者
、
議
長

を
除
く
全
議
員
が
賛
成
者
と

な
り
提
出
し
ま
し
た
。

委
員
構
成

委
員
長

　

井
上　

栄
一

副
委
員
長

　

平
野　

由
里
子

委　

員

　

寺
嶋　

正

　

南
雲　

ま
さ
子

　

内
田　

晃

　

唐
澤　

一
代

　

松
田
町
議
会
に
お
い
て
、
以
前
か
ら
検
討
し
て
い
ま

し
た
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
リ
モ
ー
ト
会
議
の
開
催
や
産
休
議
員
の
会
議
参
加
、

会
議
資
料
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
県
内
先
進
市
町
議

会
の
状
況
を
参
考
に
し
、
こ
れ
ら
を
実
現
し
す
る
こ
と

が
、
議
員
間
に
お
け
る
討
論
を
よ
り
一
層
進
め
る
こ
と

に
繋
が
り
、
議
会
と
し
て
の
機
能
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

議
会
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
、
よ

く
分
か
る
議
会
と
な
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご

提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
議
会
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

定例会における補正予算の主なものは…
・人事院勧告に基づく職員年間期末手当の減額（4.3月、民間支給割合4.32月）ほか職員給与費

� △ 8,109千円　 

・子育て世帯への臨時特別給付金（システム改修費、人件費等を含む）� 61,204千円　

・新型コロナウイルスワクチン接種に要する経費（コールセンター設置委託料等）� 33,038千円　

・介護保険事業特別会計操出金� △ 1,500千円　

会　　計 補正前の額 増減額 補正後の額

令和３年度一般会計補正予算（第９号） 6,989,314千円 99,240千円 7,088,554千円

令和３年度国民健康保険診療所事業特別会計
補正予算（第２号）

74,529千円 10,263千円 84,792千円

令和３年度介護保険事業特別会計補正予算
（第２号）

1,128,313千円 △1,500千円 1,126,813千円

完成間近の松田小学校校舎
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第4回定例会（12月議会）� ○…賛成　●…反対　可…可決　同…同意

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

議案42 松田町ジビエ処理加工施設の設置及び管理に関する条例
（産業厚生常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

44 松田町選挙公報の発行に関する条例
（選挙公報の発行に関する条例審査特別委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 松田町工場立地法第4条の2第1項の規定に基づく準則を
定める条例（産業厚生常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 松田町学童保育に関する条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 松田町小児医療費の助成に関する条例の一部を改正する
条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 松田町立の小、中学校の設置に関する条例の一部を改正す
る条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 令和３年度松田町一般会計補正予算（第9号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 令和3年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計補正予
算（第2号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 令和3年度松田町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52
工事請負契約の締結について（令和3年度〜令和4年度松
田小学校建設工事（校舎解体・グラウンド整備））
（総務文教常任委員会報告）

可 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

発議 5 議会改革推進委員会の設置に関する決議の提出について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 5 監査委員の選任について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 教育委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 人権擁護委員の推薦について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　　飯田一議長は採決には加わらない。

人
事
の
同
意

　

各
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
次
の
方
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

▼
監
査
委
員
（
再
任
）

�

鍵
和
田　

毅
志　

氏

▼
教
育
委
員
会
委
員（
再
任
）

�

石
川　

純
一　

氏

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
（
新
任
）

�

吉
田　

宏
武　

氏

▼
人
権
擁
護
委
員
（
新
任
）

　

�

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

就
任
予
定

�

内
田　

晴
康　

氏

研　
　

修

　

足
柄
上
郡
町
村
議
会
議
長

会
議
員
研
修
会
を
、
各
町
で

分
散
し
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

日
時　

令
和
３
年
10
月
21
日

講
演
テ
ー
マ　

議
会
の
成
り

手
不
足
を
ど
う
解
決

講
師　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
研
究
所
事
務
局
長

�

中
村　

健　

氏



6このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

　町では、一般質問の録画映像をＹｏｕＴｕｂｅにて公開しています。
　スマートフォン等をご利用の方は、各議員のＱＲコードを読み取りご覧ください。パソコン等
から視聴される方は「松田町議会　ＹｏｕＴｕｂｅ」と検索していただくと、ご覧いただけま
す。
　平成29年から試験録画を開始し、令和3年4月22日の録画配信開始に至るまで議会運営委員
会委員長が主体となり協議してきました。録画配信は開始しましたが、今後の在り方については
現在も検討中です。この取り組みについてのご意見やご要望等ございましたら、松田町議会へお
気軽にご連絡ください。（連絡先は12ページ下段参照）

⑴　

本
町
の
人
口
は
２
０
２

１
年
10
月
１
日
現
在
で
１
０

６
２
０
人
で
あ
る
。
１
９
９

５
年
の
ピ
ー
ク
時
と
の
比
較

で
２
６
５
０
人
減
少
し
て
い

る
が
、
主
な
要
因
は
。

⑵　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
を
抑
え
る
施
策
と
し

て
の
新
松
田
駅
周
辺
整
備
や

民
間
遊
休
地
の
宅
地
化
促
進
、

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
支
援

な
ど
の
取
り
組
み
は
。

⑶　

人
口
減
少
対
策
事
業
へ

の
財
源
確
保
や
財
政
運
営
を

問
う
。子育て環境を

充実し、宅地・住宅
の供給を図る

回答（町長）

⑴　

人
口
減
は
少
子
高
齢
化

に
よ
り
、
出
生
数
に
対
し
、

亡
く
な
ら
れ
る
方
と
の
差
で

あ
る
自
然
減
少
と
、
転
入
転

出
に
お
い
て
、
生
産
年
齢
人

口
で
の
若
い
世
代
の
転
出
超

過
に
よ
る
社
会
減
少
が
要
因
。

⑵　

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事

業
は
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
繋
げ
て
い
く
た
め
、
地
権

者
や
関
係
団
体
と
連
携
し
事

業
を
進
め
る
。
新
た
な
宅

地
・
住
宅
の
供
給
を
検
討
し
、

空
き
家
・
空
き
地
の
有
効
活

用
を
図
り
、
不
妊
治
療
助
成

や
小
児
医
療
費
助
成
の
充
実
、

給
食
費
の
助
成
な
ど
行
っ
て

い
く
。

⑶　

町
の
魅
力
を
向
上
・
発

信
す
る
事
業
や
遊
休
地
の
宅

地
化
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

の
収
入
増
加
策
を
図
る
。
歳

出
を
抑
え
る
「
選
択
と
集

中
」
の
も
と
、
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
財
政
運
営
を
行
う
。

　町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

人
口
減
少
を
抑
え
住
み
よ
い
町
を

質
問
者

　
寺
嶋
　
正
　
議
員

活用検討中の町有地（下原地区）
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文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
、
学

校
建
設
、
駅
前
整
備
と
ハ
ー

ド
事
業
が
続
く
が
、
ハ
ー
ド

だ
け
で
は
効
果
は
一
面
的
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
並
行

し
て
ソ
フ
ト
面
も
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

⑴　

町
体
育
館
と
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
の
中

に
は
、
規
則
で
定
め
た
町
民

10
人
以
上
（
体
育
館
）、
５

人
以
上
（
セ
ン
タ
ー
）
と
い

う
条
件
を
満
た
せ
ず
に
、
更

新
を
諦
め
る
団
体
も
出
て
き

て
い
る
。
人
口
規
模
、
高
齢

化
、
ま
た
趣
味
の
多
様
化
を

考
慮
す
る
と
、
実
情
に
合
わ

な
い
と
思
う
が
、
見
直
す
考

え
は
な
い
か
。

⑵　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は

条
例
も
整
備
さ
れ
た
が
、
今

後
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
お

　

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の

水
質
汚
濁
防
止
を
す
る
た
め

に
、
松
田
地
域
は
公
共
下
水

道
、
寄
地
域
（
湯
の
沢
地
区

を
除
く
）
は
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
を
す
る
こ
と
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
普
及
率
が
低

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

考
え
は
。

⑶　

住
民
の
健
康
で
文
化
的

で
充
実
し
た
暮
ら
し
の
た
め

に
、
自
治
体
の
枠
を
超
え
た

活
動
を
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
こ
の
分
野
で
の
広
域

の
取
り
組
み
は
。

古いルールを
見直します

回答（教育長）

⑴　

作
ら
れ
て
か
ら
数
十
年

経
過
し
た
ル
ー
ル
な
の
で
、

次
の
更
新
時
期
ま
で
に
、
現

在
の
実
情
に
合
わ
せ
て
見
直

し
を
進
め
る
。

⑴　

寄
地
区
の
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
。

⑵　

今
後
の
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
取
り
組
み
に
つ

い
て
。合併処理浄化槽の

普及を図る

回答（町長）

⑴　

寄
地
区
の
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
状
況
は
湯
の
沢

地
区
以
外
の
寄
地
域
の
世
帯

数
は
６
９
５
世
帯
、
設
置
世

帯
数
は
１
８
９
世
帯
で
、
普

及
率
は
27
・
２
％
で
す
。
令

和
３
年
度
は
11
月
末
時
点
７

世
帯
が
設
置
さ
れ
28
・
２
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
複

合
拠
点
化
検
討
協
議
会
の
報

告
書
を
も
と
に
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
後
も
町
直
営
で
町
民

参
加
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出

な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
た
。
今
後
は
さ
ら
に

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・

国
際
交
流
な
ど
、
よ
り
地
域

活
性
化
に
資
す
る
施
設
を
目

指
し
、
例
え
ば
経
営
感
覚
を

持
っ
た
人
材
の
登
用
や
指
定

管
理
制
度
な
ど
の
、
民
間
ノ

ウ
ハ
ウ
の
導
入
も
検
討
す
る
。

⑶　

広
域
で
の
施
設
の
相
互

利
用
、
情
報
の
共
有
に
努
め

る
。
足
柄
地
域
で
情
報
や
人

材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

り
、
こ
の
地
域
で
の
回
遊
性

を
高
め
、
県
も
巻
き
込
ん
で

移
住
施
策
・
観
光
・
子
育

て
・
生
涯
学
習
な
ど
の
充
実

に
繋
げ
た
い
。

⑵　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
で
合
併
処
理
浄
化

槽
の
転
換
を
さ
れ
る
方
に
対

し
、
本
体
工
事
費
及
び
宅
内

配
管
工
事
費
な
ど
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
単

独
処
理
浄
化
槽
の
処
分
を
行

う
方
に
対
し
て
は
、
そ
の
撤

去
に
対
す
る
一
部
費
用
の
補

助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、
合

併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費

補
助
金
と
し
て
法
定
検
査
費

用
相
当
額
の
助
成
金
も
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

水
源
と
も
な
っ
て
い
る
寄

地
域
の
水
質
環
境
改
善
の
た

め
、
町
の
広
報
、
自
治
会
単

位
で
の
説
明
会
の
開
催
等
を

行
い
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

多
様
な
学
び
と
住
民
活
動
を

支
え
る
た
め
に

質
問
者

　
平
野  

由
里
子
　
議
員

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に
つ
い
て

質
問
者

　
古
谷
　
星
工
人
　
議
員

寄地区中津川の清流②

寄地区中津川の清流①
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⑴　

地
震
発
生
時
、
揺
れ
を

感
知
し
て
自
動
的
に
電
気
を

遮
断
す
る
「
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
」
を
各
家
庭
に
設
置
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
設
置
促
進
の
た
め
に

購
入
費
の
補
助
金
の
導
入
に

つ
い
て
の
ご
見
解
を
伺
い
ま

す
。

⑵　

日
頃
か
ら
避
難
情
報
を

い
ざ
と
い
う
と
き
に
す
ぐ
に

確
認
で
き
る
よ
う
に
、
冷
蔵

庫
等
に
貼
れ
る
防
災
用
の
マ

グ
ネ
ッ
ト
付
き
シ
ー
ト
を
配

布
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
ご

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

本
年
第
１
回
定
例
会
で
お

聞
き
し
て
か
ら
時
間
が
経
過

し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
点

に
つ
い
て
、
質
問
し
ま
す
。

⑴　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
議
会
の
活
動
状
況
及
び
地

域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
等
の
状
況

⑶　

地
域
ご
と
に
発
災
時
の

避
難
状
況
が
一
様
で
な
い
た

め
、
自
治
会
ご
と
に
防
災
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
ご
見

解
を
伺
い
ま
す
。

防災に強い
町づくりに向けて

回答（町長）

⑵　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

設
置
し
た
薪
ボ
イ
ラ
―
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
サ
イ
ク
ル
の
効
果

検
証

⑶　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る

条
例
等
の
理
念
を
新
松
田
駅

前
開
発
へ
ど
う
反
映
さ
せ
る

の
か
。

⑴　

地
震
に
よ
る
火
災
を
防

ぐ
有
効
な
手
段
と
し
て
「
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
設
置
を

回
覧
等
で
紹
介
し
、
推
奨
し

て
い
る
。

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
導

入
の
支
援
体
制
は
先
進
自
治

体
の
状
況
を
聞
き
、
制
度
設

計
を
検
討
し
実
施
に
向
け
検

討
し
て
い
く
。

⑵　

日
常
生
活
の
避
難
情
報

や
防
災
知
識
を
、
常
に
意
識

で
き
る
防
災
用
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
付
き
シ
ー
ト
を
冷
蔵
庫
等

に
貼
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
。

　

今
後
、
掲
載
す
べ
き
内
容

を
工
夫
し
な
が
ら
、
作
成
に

向
け
て
研
究
し
て
い
く
。

⑶　

自
治
会
ご
と
の
防
災
セ

ミ
ナ
ー
は
、
必
要
か
つ
重
要

で
あ
る
。

　

来
年
２
月
に
開
催
す
る
防

災
意
見
交
換
会
で
、
各
自
治

会
の
意
向
を
確
認
す
る
。

　

今
後
、
自
主
防
災
会
と
地

域
の
特
性
や
災
害
の
種
類
に

つ
い
て
調
整
を
図
り
、
自
治

会
ご
と
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
進
め
て
い
く
。

再生可能
エネルギー
始めました

回答（町長）

⑴　

12
月
21
日
に
令
和
３
年

度
第
１
回
の
協
議
会
の
開
催

を
予
定
し
た
。
利
用
状
況
は
、

松
中
・
旧
寄
中
・
寄
小
・
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
消
防
団

詰
所
（
５
箇
所
）・
地
域
集

会
施
設
（
４
箇
所
）
の
屋
上

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

し
た
。
町
民
向
け
に
は
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
給
湯
器
・
電
気

自
動
車
の
導
入
に
対
す
る
補

助
金
制
度
を
設
け
て
利
用
等

の
促
進
を
図
る
。

⑵　

運
用
の
初
期
段
階
で
、

１
年
を
通
し
た
デ
ー
タ
が
な

い
。

⑶　

持
続
可
能
な
駅
周
辺
施

設
は
省
エ
ネ
対
策
を
含
め
た

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
推
進

す
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
南
雲  

ま
さ
子
　
議
員

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
つ
い
て

質
問
者

　
齋
藤
　
永
　
議
員

稼働する薪ボイラー
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昨
年
11
月
６
日
、
寄
地
区

弥
勒
寺
地
内
で
１
１
１
㎏
の

熊
が
罠
に
か
か
り
ま
し
た
が
、

小
学
生
の
通
学
路
に
近
い
た

め
殺
処
分
し
ま
し
た
。
ま
た
、

松
田
山
で
は
10
月
14
日
に
72

㎏
の
熊
を
捕
獲
後
、
山
北
町

境
の
寄
地
区
の
林
道
沿
い
に

放
ち
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
丹
沢
山
地
に

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
40
頭
程
生

息
し
、
県
が
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
し
た
た
め
、
捕
獲
後
は

　

本
山
町
長
は
、
町
長
選
挙

に
お
い
て
３
期
目
の
当
選
を

さ
れ
ま
し
た
。
１
期
目
に
お

い
て
自
ら
制
定
さ
れ
た
多
選

自
粛
条
例
に
よ
れ
ば
、
今
後

４
年
間
松
田
町
行
政
を
最
終

期
の
任
期
と
し
て
舵
取
り
を

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
以
下
に
つ
い
て
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

⑴　

松
田
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

か
。
今
後
４
年
間
で
ど
の
よ

う
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
こ

う
と
さ
れ
る
の
か
。

⑵　

今
後
４
年
間
で
実
現
さ

れ
た
い
と
す
る
重
点
事
業
。

ま
た
、
⑴
の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現

の
た
め
の
長
期
重
点
事
業
計

画
は
。

⑶　

２
０
２
３
年
度
か
ら
の

総
合
計
画
後
期
計
画
に
つ
い

て
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
見
直
し
は
。

鳥
獣
保
護
地
区
に
放
獣
と
の

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
里
山

で
暮
ら
す
人
々
や
農
林
業
に

携
わ
る
方
に
と
っ
て
は
、
生

活
圏
で
の
熊
の
出
没
は
人
命

に
係
わ
る
重
要
な
問
題
で
す
。

　

町
は
、
同
じ
問
題
を
抱
え

る
市
町
村
と
連
携
し
、
県
に

対
し
て
熊
の
餌
資
源
で
あ
る

ブ
ナ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
実
り

が
確
保
で
き
る
施
策
を
強
く

要
望
す
べ
き
で
す
。

　

町
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま

す
。

熊から人命を守る
施策を県に要望
する

回答（町長）

「チルドレンファースト」を
旗印として進める

回答（町長）

⑴　

今
後
４
年
間
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
考
え
方
と
し
て
、「
チ

ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の

意
義
を
加
え
、
各
種
事
業
に

取
り
組
む
。

⑵　

新
た
な
重
点
事
業
は
、

「
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
」

を
旗
印
と
し
、
土
砂
災
害
等

の
対
策
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

充
実
、
小
児
医
療
費
補
助
を

高
校
生
ま
で
拡
充
、
第
二
子

　

本
年
度
は
11
月
25
日
ま
で
、

８
件
の
熊
が
出
没
し
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　

特
に
当
町
は
中
山
間
地
が

多
い
の
で
、
農
地
に
近
い
箇

所
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で

目
撃
さ
れ
て
い
る
。

　

人
と
遭
遇
し
た
際
は
、
人

身
被
害
や
死
亡
事
故
と
い
っ

た
痛
ま
し
い
事
例
も
あ
る
の

で
、
そ
の
原
因
を
解
消
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
熊
が

人
里
に
生
息
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た

だ
く
。

　

万
一
遭
遇
し
た
際
の
対
応

や
、
人
里
に
誘
引
し
な
い
た

め
の
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う

注
意
喚
起
し
て
い
く
。

　

中
期
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
県
が
水
源
林
整
備
で
ブ

ナ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
熊
の
餌
資

源
と
な
る
広
葉
樹
を
育
成
す

る
こ
と
。

　

ま
た
短
期
的
に
は
、
人
命

を
守
る
た
め
、
人
里
に
熊
を

出
没
さ
せ
な
い
施
策
を
関
係

市
町
村
と
連
携
し
、
県
に
対

し
て
、
財
政
支
援
を
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
て
い
く
。

の
保
育
料
無
償
化
、
松
田
中

学
校
の
木
質
化
大
規
模
改
修

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
生
化
、
寄

み
や
ま
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生

化
な
ど
。

⑶　

第
６
次
総
合
計
画
の
前

期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

３
年
目
を
内
部
評
価
と
外
部

評
価
で
、
点
検
・
評
価
を
行

う
。
そ
の
結
果
と
状
況
を
踏

ま
え
、
後
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
向
け
て
、

建
設
的
な
見
直
し
等
を
行
う
。

生
活
圏
で
の
熊
の
出
没
か
ら

人
命
を
守
る
た
め
に
は

質
問
者

　
田
代
　
実
　
議
員

今
後
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
者

　
井
上
　
栄
一
　
議
員

寄の水源林

大規模改修予定の松田中学校校舎
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第4回臨時会（10月5日）� ○…賛成　●…反対　可…可決　欠…欠席

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

議案41 令和3年度松田町一般会計補正予算（第8号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第5回臨時会（11月30日）�
議案42 松田町ジビエ処理加工施設の設置及び管理に関する条例 産業厚生常任委員会に付託、閉会中の継続審査

43 松田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

※　　飯田一議長は採決には加わらない。

第
４
回
臨
時
会

　

10
月
５
日
に
第
４
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
１

件
を
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、

町
長
３
期
目
の
初
議
会
で
あ

っ
た
た
め
、
町
長
の
行
政
報

告
の
中
で
所
信
表
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
総
合
対
策
事
業
や
、
災

害
弔
慰
金
支
給
事
業
、
新
モ

ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
計

画
の
策
定
経
費
な
ど
の
事
業

費
の
補
正
予
算
と
し
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
１
１

万
４
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
69
億
８
９
３
１
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

第
５
回
臨
時
会

　

11
月
30
日
に
第
５
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
条
例
２
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

▼
松
田
町
ジ
ビ
エ
処
理
加
工

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
の
上
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。
詳
細
は
２
ペ
ー

ジ
の
定
例
会
審
議
内
容
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
松
田
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

人
事
院
勧
告
を
鑑
み
職
員

の
期
末
手
当
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
し
、
併
せ
て
職
員

の
昇
給
に
対
応
す
る
た
め
給

料
表
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

議員との意見交換会について
　意見交換会は、各種団体やグループを対象に「まちづくり」について議員と話し合いを行
うものです。新型コロナウイルスの感染拡大防止のため人数を制限して予約制で、次のとお
り募集します。

１　テーマ　応募団体等が希望するテーマ　
２　場　所　松田町役場会議室
３　人　数　各種団体・グループ・事業所・
　　　　　　ＮＰＯほか15人程度まで
４　申込み　松田町議会事務局
　　　　　　電話0465－84－1335

※募集は随時受け付けています。

新モビリティーサービス先進事例

ジビエ処理加工施設設置予定箇所（根石地区）
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日 　 時　令和3年11月8日～9日
参 加 者　大舘　秀孝、齋藤　永、井上　栄一、田代　実
視察場所　埼玉県吉川市、蓮田市　群馬県草津町

議員行政視察報告

吉
川
市

Ｊ
Ｒ
吉
川
美
南
駅
開
発

　

Ｊ
Ｒ
吉
川
美
南
駅
東
口
か

ら
見
た
区
画
整
理
事
業
地

59
・
１
ha
の
広
大
さ
に
圧
倒

さ
れ
た
。
見
渡
す
限
り
段
差

な
し
の
平
坦
地
に
幹
線
街
路

の
工
事
が
進
ん
で
い
る
が
、

残
念
な
こ
と
に
輪
郭
ま
で
の

工
事
現
場
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
完
成
予
定
の
令
和
９
年
度

に
向
か
っ
て
、
堅
実
に
事
業

が
推
進
し
て
い
る
こ
と
に
、

羨
ま
し
さ
を
感
じ
た
。

　

こ
の
地
区
の
区
画
整
理
事

業
が
順
調
に
進
ん
だ
の
は
、

市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
人

口
が
１
０
１
人
（
36
世
帯
）
、

全
建
物
戸
数
が
57
戸
と
少
な

い
事
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
に
開
設

し
た
Ｊ
Ｒ
吉
川
美
南
駅
の
整

備
と
併
せ
て
、
西
口
側
の
区

画
整
理
事
業
が
先
行
し
て
実

施
さ
れ
た
こ
と
が
成
功
例
と

な
っ
て
、
東
口
側
の
地
権
者

に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な

っ
て
い
る
。

　

吉
川
市
長
を
は
じ
め
、
幹

部
が
地
権
者
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
だ
事
業
の
成
功

例
と
言
え
る
。
近
い
将
来
の

吉
川
市
の
自
主
財
源
の
大
幅

な
増
加
に
、
確
実
に
貢
献
し

て
い
る
事
業
で
あ
る
と
感
じ

た
。

　

な
お
、
蓮
田
市
で
は
、
行

政
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
、
蓮

田
市
西
口
駅
の
再
開
発
に
つ

い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

�

（
記
・
田
代　

実
）

草
津
町

�

介
護
保
険
事
業

低
額
の
介
護
保
険
料
の
経
緯

　

現
在
草
津
町
の
介
護
保
険

料
基
準
額
は
３
３
０
０
円
で

あ
り
、
北
海
道
音
威
子
府
村

と
同
額
で
日
本
一
安
い
介
護

保
険
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

群
馬
県
内
の
他
市
町
村
の

介
護
保
険
料
は
、
５
１
０
０

円
か
ら
６
８
０
０
円
で
あ
る
。

低
額
の
介
護
保
険
料
を
維
持

で
き
る
理
由
に
つ
い
て

　

草
津
町
の
人
口
は
６
１
７

７
人
、
65
歳
以
上
人
口
２
４

６
８
人
、
高
齢
化
率
39
・
65

％
で
あ
る
。

　

草
津
町
の
65
歳
以
上
の
就

業
者
数
は
全
業
種
で
８
５
６

人
と
多
く
、
高
齢
者
人
口
の

就
業
者
比
率
は
35
％
と
な
っ

て
い
る
。
主
要
産
業
は
や
は

り
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
が
１
７
６
６
人
、
47
・
３

％
を
占
め
て
お
り
、
う
ち
65

歳
以
上
は
４
４
４
人
25
％
と

他
の
産
業
と
比
べ
突
出
し
て

い
る
。

高
齢
者
の
地
域
診
療
機
関
や

介
護
施
設
の
利
用
状
況

　

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ

ン
タ
ー
の
新
開
医
師
の
20
年

に
及
ぶ
診
療
な
ど
か
ら
「
に

っ
こ
り
検
診
」
は
通
常
の
検

診
項
目
に
加
え
、
新
開
医
師

が
関
わ
り
「
食
品
摂
取
多
様

性
ス
コ
ア
」「
活
舌
」、「
歩
行

機
能
」、「
Ｆ
Ｆ
Ｍ
Ｉ
（
筋
肉

量
の
目
安
）」、「
心
の
状
態
」、

「
友
人
な
ど
と
の
交
流
頻
度
」

な
ど
か
ら
総
合
評
価
（
フ
レ

イ
ル
）
と
し
て
「
栄
養
・
体

力
・
心
理
・
社
会
面
の
赤
判

定
の
個
数
」、「
フ
レ
イ
ル
度
」

を
結
果
と
し
、
該
当
者
へ
の

介
護
予
防
教
室
・
認
知
症
相

談
会
等
へ
の
参
加
を
勧
奨
し

て
い
る
こ
と
で
、
要
支
援
・

要
介
護
状
態
防
止
の
た
め
の

施
策
に
よ
る
結
果
が
低
額
の

介
護
保
険
料
を
維
持
で
き
る

一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
観
光
施
設
に
お
け
る

高
齢
者
の
雇
用
、
雇
用
促
進

策
に
つ
い
て

　

低
額
な
介
護
保
険
料
に
で

き
る
社
会
的
要
因
と
し
て
は
、

高
齢
者
の
就
業
形
態
、
宿
泊

業
等
の
雇
用
需
要
に
よ
り
い

つ
ま
で
も
就
業
が
可
能
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
、
草
津

温
泉
の
旅
館
に
宿
泊
し
た
が
、

旅
館
で
の
高
齢
者
の
働
い
て

い
る
状
況
か
ら
い
つ
ま
で
も

働
く
環
境
が
提
供
さ
れ
、
町

も
主
要
産
業
の
宿
泊
業
の
振

興
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
と
め

　

草
津
町
の
介
護
保
険
料
が

低
額
な
基
準
額
を
維
持
で
き

て
い
る
理
由
は
、
宿
泊
業
と

い
う
高
齢
者
で
も
就
業
で
き

る
労
働
環
境
の
中
で
、
雇
用

需
要
も
持
続
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・

働
く
意
識
を
高
め
、
健
康
維

持
に
つ
な
が
っ
た
。

　

新
開
医
師
が
関
わ
っ
た

「
に
っ
こ
り
検
診
」
に
よ
る

フ
レ
イ
ル
状
態
が
的
確
に
把

握
で
き
介
護
予
防
事
業
へ
と

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
要
支
援
者
・
要
介
護
者

を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
草
津
町
の
説
明
・
資

料
・
宿
泊
施
設
の
状
況
な
ど

か
ら
推
測
し
ま
し
た
。

�

（
記
・
井
上　

栄
一
）
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編　　集
あとがき

　

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）
の

感
染
者
が
全
国
的
に
増
え
、

神
奈
川
県
も
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
日
も
早
く
終
息
し
安
心

な
生
活
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
中
で
も
唯
一

明
る
い
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま

す
。
松
田
小
学
校
が
遂
に
完

成
し
、
２
月
よ
り
新
校
舎
で

の
授
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
と
皆
様
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
今
後
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

�

（
内
田
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

  

寺
嶋　

正

　

副
委
員
長　

  

内
田　

晃

　

委　
　

員　

  

田
代　

実

　

委　
　

員　

  

中
野　

博

　

委　
　

員　

  

飯
田　

一

　

委　
　

員　

  

齋
藤　

永

神山テレビ視聴施設組合長　鈴
すず

木
き

眞
まさ

德
のり

さん（神山在住）

テレビ難聴地域を克服して

神山テレビ視聴施設組合設立
　神山自治会および茶屋自治会の東名高速道路東側に頭高山があり、東京からのテレビ電波が届きにく
いので、各家庭のアンテナも相当高く立てたり、西側の小田原方面からのUHF電波で視聴する家があ
りました。しかし、西は高架の東名高速道路の拡幅工事でUHF電波も遮られることになり、完全に難
視聴地域となりました。
　そこで、NHKと連携して神山神社裏にある山の中腹に受信アンテナ基地を設置して、そこから電柱
に共架と組合柱に同軸ケーブルを載せる計画で、昭和45年に神山テレビ視聴施設組合を結成し、NHK
共同受信設備が完成しました。当時の組合員約200人、役員は組合長、副組合長2名、会計2名、監事
2名、理事14名の合計22名でした。組合費はテレビ台数により異なり、理事が自分の班の組合員1家
庭あたり、年間2,500円から5,000円を集金しました。共同受信設備が完成してから平成25年まで
には、様々な故障がありました。台風などの自然災害時には、単独柱が倒れたり、樹木の倒壊や落雷で
視聴ができなくなることがほとんどでした。その都度組合員に迷惑をかけていました。
光設備への切り替え
　そんな時、NHKから全国の優先既存設備の同軸ケーブルを光ケーブルに切り替える話があり、平成
25年に説明を受けました。当組合設備は40年以上を経過し、いつ使えなくなるか分からない老朽設
備になっていたのです。それから2年間の検討の末、光設備に切り替えることにしました。その検討内
容は困難を極めました。まず、工事費です。今まで有事の改修費として蓄えた高額な特別基金積立額の
ほとんどを使い果たしてしまうことです。
　しかし、光に変えることで故障がなくなることと、既存設備の撤去及び屋内設備以外の財産管理保守
はNHK負担となることで今後の保守費が激減することが分かりました。続いて検討したのは今後の特
別基金の積立が継続できるかということでした。保守費が下がることで組合費を大幅に下げること、さ
らに集金作業の理事14名制度をなくして役員手当を減らすこと、更なる費用削減策を見つけて、光
ケーブルへの切り替え工事を総会で提案し決定しました。平成28年の工事後は、ほとんど故障もなく、
快適にテレビを視聴できています。現在組合費がテレビ保有数にかかわらず1軒あたり年間2,000円
だけの地デジ放送ですが、今後は、BS・CS放送の視聴拡大についても話題になると思います。最後
に役員の皆様には少ない人数の中でのご努力に感謝申し上げます。

第1回定例会は3月2日（水）開会

　新型コロナウイルス対策のため傍聴は
10席となっております。発熱等症状が
おありの方は、ご遠慮ください。

町議会広報広聴常任委員会では、
「住みやすい町を目指して」

活動されている方や団体で、このコーナーに
掲載してくださる方を募集しています。
　希望される方は下記までご連絡ください。


